
　 　 　

　 　 　 　 　

　

　

図－１　低圧／高圧タービン取替工事

　
　

　

工事概要

　国外で発生した低圧タービン円板での応力腐食割れ事象を踏まえ、予防保全対策として、低圧ター
ビンについて、円板と軸を一体成型した全一体ロータ構造の採用や材料の強度変更等により信頼性の
向上を図った最新型に取り替える。
　また、高圧タービンについても、信頼性向上の観点から低圧タービンと併せて取り替える。
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高圧タービン主要取替部品
：ロータ ：翼環

：動翼 ：外部車室

低圧タービン主要取替部品
：ロータ

：内部車室：動翼

：静翼：翼環 ：静翼

【応力腐食割れ予防保全対策】
　①全一体ロータの採用
　　・熱処理により応力腐食割れの感受性を低くした
　　　全一体ロータを採用
　②大型翼根・翼溝の採用
　　・形状を大きく、滑らかにし局部応力を低減

【効率向上技術】
　④低圧タービン最終翼の長大化
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主な改善概要

【信頼性向上技術】
　③インテグラルシュラウド翼（ISB）の採用
　　・タービン回転時に生じる遠心力による翼の捩り
　　　戻りを利用した全周綴り構造の採用により振動
　　　応力を低減

円板を加熱後、軸に挿入

し冷却する。（焼嵌め）
円板を軸と一体成型

翼の取り付け部

翼溝

　⑤３次元流体設計翼の採用
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調速段（衝動段）の廃止
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復水器へ 復水器へ

  耐食性の向上
　炭素鋼→低合金鋼
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中空静翼の採用
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高圧タービンより
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